
珍
皇
寺
鐘
論

-
　
『
古
事
談
』
鋳
鐘
説
話
を
め
ぐ
っ
て

一

　

は

じ

め

に

京
都
珍
皇
寺
の
鐘
は
､
鋳
造
さ
れ
た
当
初
鋳
物
師
に
よ
っ
て
特
別
な
仕
掛
け

が
施
さ
れ
て
い
た
｡
そ
の
鐘
は
鋳
造
さ
れ
た
後
､
土
に
埋
め
ら
れ
､
期
日
に
掘

り
出
せ
ば
人
が
撞
か
ず
と
も
'
自
動
的
に
時
を
告
げ
る
鐘
に
な
る
は
ず
で
あ
っ

た
｡
し
か
し
､
寺
僧
が
期
日
を
待
ち
き
れ
ず
早
-
掘
り
出
し
て
し
ま
っ
た
為
に
'

何
の
変
哲
も
な
い
普
通
の
鐘
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
｡

『
古
事
談
』
三
七
四
　
(
第
五
ノ
四
〇
)

珍
皇
寺
別
当
某
云
｡
当
寺
鐘
者
慶
俊
僧
都
鋳
之
土
二
埋
｡
経
三
ヶ
年
可
掘

出
之
由
契
テ
入
唐
華
｡
而
一
年
半
許
ア
リ
テ
､
本
寺
ノ
住
僧
等
掘
出
之
｡

鎚
之
音
聞
干
唐
土
｡
偽
慶
俊
僧
都
示
云
｡
吾
寺
之
鐘
声
コ
ソ
聞
ナ
レ
｡
不

鎚
二
六
時
二
鳴
サ
ム
ー
思
ツ
ル
モ
ノ
ヲ
｡
大
口
惜
云
々
｡
件
僧
都
ハ
弘
法

大
師
之
祖
師
也
｡

(
-
)

『
古
事
談
』
は
源
顕
兼
の
編
纂
と
さ
れ
る
六
巻
構
成
の
説
話
集
で
､
本
話
は
第

五
｢
神
社
仏
寺
｣
　
の
巻
'
主
と
し
て
縁
起
や
霊
験
を
中
心
と
す
る
巻
に
収
め
ら

珍
皇
寺
鐘
論

高
　
津
　
希
和
子

れ
て
い
る
｡

珍
皇
寺
の
別
当
某
が
語
っ
た
話
に
よ
れ
ば
'
珍
皇
寺
の
鐘
は
慶
俊
僧
都
が
鋳

て
埋
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
｡
こ
れ
を
三
年
た
っ
て
掘
-
出
す
よ
う
に
約
束

し
て
'
僧
都
は
入
唐
し
た
が
､
寺
僧
が
一
年
半
で
掘
-
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
｡

そ
の
鐘
の
音
を
遠
-
唐
土
で
聞
い
た
慶
俊
僧
都
は
､
人
が
槌
か
ず
と
も
六
時
の

時
に
鳴
る
鐘
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
に
'
早
-
掘
-
起
こ
し
た
た
め
に
普
通
の

鐘
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
､
仕
掛
け
が
台
無
し
に
な
っ
た
こ
と
を
歎
い
た
と
い

(
2
)

う
話
｡
慶
俊
僧
都
は
あ
の
弘
法
大
師
空
海
の
祖
師
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
本
稿

で
は
､
『
古
事
談
』
所
収
鋳
鐘
説
話
を
通
し
て
､
鋳
鐘
説
話
が
広
が
っ
て
い
っ
た

背
景
に
つ
い
て
勧
進
と
の
関
わ
-
も
含
め
て
考
察
し
て
い
き
た
い
｡

二
　
珍
皇
寺
と
そ
の
信
仰

r
a

京
都
市
東
山
区
に
あ
る
珍
皇
寺
門
前
は
､
葬
地
鳥
部
野
と
清
水
寺
の
境
に
位

置
し
､
六
道
の
辻
と
よ
ば
れ
'
冥
界
へ
の
入
-
ロ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
｡

六
道
と
は
､
地
獄
道
･
餓
鬼
道
･
畜
生
道
･
修
羅
道
･
人
間
道
･
天
道
の
こ
と

三
一



で
､
｢
衆
生
が
業
に
よ
っ
て
生
死
を
繰
-
返
す
六
つ
の
世
界
｣
　
(
岩
波
仏
教
語
辞

輿
)
　
で
あ
る
｡
こ
の
あ
た
り
を
｢
六
道
の
辻
｣
と
よ
ぶ
こ
と
は
､
『
古
事
談
』
第

四
ノ
二
四
に
｢
六
道
辻
二
人
侍
ト
オ
ボ
シ
ク
テ
'
ア
ヤ
シ
バ
ミ
タ
ル
輩
侍
ナ
リ
｣

と
あ
る
の
を
初
め
と
し
て
､
謡
曲
｢
熊
野
｣
　
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
)
　
に
も

｢
実
や
守
り
の
末
直
に
､
頼
む
命
は
白
玉
の
'
愛
宕
の
寺
も
打
過
ぎ
ぬ
､
六
道
の

辻
と
か
や
｡
実
に
恐
ろ
し
や
此
の
道
は
､
冥
途
に
通
ふ
も
の
な
る
を
､
心
細
鳥

郡
山
｣
と
う
た
い
こ
ま
れ
て
い
る
｡
珍
皇
寺
は
､
そ
の
郡
名
か
ら
別
名
愛
宕
寺

と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
､
謡
曲
｢
熊
野
｣
の
｢
愛
宕
寺
｣
は
珍
皇
寺
に
等
し

い
｡
珍
皇
寺
門
前
を
｢
六
道
の
辻
｣
と
よ
ぶ
こ
と
は
､
中
世
以
来
の
も
の
で
あ

る
｡珍

皇
寺
境
内
に
あ
る
｢
迎
鐘
｣
は
､
冥
途
に
ま
で
響
き
亡
霊
を
婆
婆
に
呼
び

寄
せ
る
と
い
わ
れ
'
毎
年
孟
蘭
盆
の
時
期
に
な
る
と
　
｢
六
道
の
迎
鐘
｣
と
称
し

(
4
)

て
､
参
詣
者
が
こ
れ
を
つ
い
て
精
霊
を
迎
え
る
風
習
(
六
道
参
-
)
　
が
あ
る
｡

こ
れ
は
近
世
で
は
京
都
の
重
要
な
年
中
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
｡
桃
山
時

代
の
作
品
で
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
っ
て
措
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
珍
皇

(
5
)

寺
参
詣
量
奈
羅
』
や
､
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
中
川
喜
雲
『
案
内
者
』
､
延
宝

二
年
(
一
六
七
四
)
　
刊
の
坂
内
直
頼
著
『
山
城
四
季
物
語
』
'
『
花
洛
細
見
図
』

な
ど
､
近
世
の
刊
行
物
に
も
六
道
参
-
の
絵
図
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
｡
そ
こ

に
は
､
高
野
桟
を
持
っ
た
参
詣
人
や
､
幕
に
覆
わ
れ
た
迎
鐘
を
撞
い
て
い
る
参

詣
人
な
ど
が
生
き
生
き
と
措
か
れ
て
い
る
｡

こ
の
地
は
ま
た
､
小
野
豊
が
冥
途
へ
通
っ
た
道
と
し
て
も
知
ら
れ
る
｡
広
島

Q

県
賀
茂
郡
に
伝
わ
る
『
豊
山
林
寺
縁
起
絵
巻
』
　
に
は
､
豊
が
愛
宕
寺
の
前
で
地

三
二

を
蹴
っ
て
地
中
に
潜
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡

ヲ

タ

ギ

ノ

ニ

テ

ヲ

ケ

ハ

ツ

テ

ノ

ニ

リ

ヌ

(
前
略
)
愛
宕
寺
之
前
　
而
大
地
蹴
破
而
地
底
人
草
､
彼
ノ
霊
穴

二
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
ハ
　
　
寺
　
　
へ
ー
･
シ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ヘ
リ
　
　
　
　
モ
　
　
キ
シ

在
干
今
奏
'
終
姫
君
歎
給
　
無
l
甲
斐
J
帰
侍
'
大
臣
過
　
物
-

ヲ

シ

ヘ

ト

シ

テ

リ

コ

ノ

カ

タ

語
後
悔
給
　
無
二
其
ノ
由
↓
自
レ
其
以
降
彼
名
所
六
道
之
辻
､
是
則
炎
魔

ノ

ト

シ

エ

ヘ

リ

ル

タ

テ

ニ

王
宮
上
申
伝
侍
'
ホ
間
洛
-
中
ノ
諸
人
七
月
干
皿
蘭
盆
□
於
二
此
処
l

リ

コ

ー

ス

祭
来
　
テ
レ
今
不
レ
絶
也
､
(
後
略
)

そ
の
ほ
か
に
も
'
近
世
以
降
の
地
誌
の
多
-
に
｢
六
道
｣
と
称
す
こ
と
や
､

:gm

茎
冥
途
通
い
の
地
で
あ
る
と
の
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡
小
野
豊
は
､

流
罪
に
処
せ
ら
れ
な
が
ら
も
再
度
官
界
に
返
-
咲
-
と
い
う
異
例
の
経
歴
の
持

ち
主
で
､
優
れ
た
文
才
も
有
し
て
い
た
｡
彼
は
承
和
元
年
(
八
三
四
)
　
に
遣
唐

副
使
に
任
じ
ら
れ
た
が
､
承
和
五
年
(
八
三
八
)
　
に
自
ら
の
船
が
藤
原
常
嗣
の

乗
船
用
と
し
て
変
更
さ
れ
た
た
め
､
憤
っ
て
遣
唐
使
を
辞
し
､
｢
西
道
謡
｣
と
い

･'AJ

う
詩
を
作
っ
て
遣
唐
使
を
楓
刺
し
た
｡
そ
の
結
果
'
嵯
峨
天
皇
の
怒
-
に
触
れ
､

隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
が
､
彼
の
文
才
を
惜
し
ん
だ
仁
明
天
皇
に
よ
っ
て
奇
蹟
的

に
召
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
か
'
豊
は
､
彼
を
冥
官
と
す
る
言
説
に

超
人
的
存
在
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
｡
『
江
談
抄
』
第
三
｢
野
豊
為
二
間
魔
庁

第
二
冥
官
一
事
｣
や
'
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
｢
小
野
豊
'
依
情
助
西
三
条
大

ノ
ガ

臣
語
第
四
十
五
｣
『
三
国
伝
記
』
第
四
之
第
十
八
｢
小
野
豊
事
｣
な
ど
､
豊
が

冥
官
で
あ
る
こ
と
は
広
-
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡

し
た
が
っ
て
､
あ
の
世
と
の
境
界
に
位
置
す
る
珍
皇
寺
が
､
冥
官
豊
の
言
説

と
結
合
す
る
こ
と
は
必
然
的
な
こ
と
と
も
い
え
､
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
三
一
第

一
九
話
｢
愛
宕
寺
鐘
語
第
十
九
｣
に
は
､
『
古
事
談
』
の
同
類
語
と
し
て
､
小
野



豊
が
珍
皇
寺
開
基
と
し
て
登
場
す
る
｡

今
昔
'
小
野
ノ
豊
卜
云
ケ
ル
人
､
愛
宕
寺
ヲ
造
テ
'
其
ノ
寺
ノ
料
ニ
'

鋳
師
ヲ
以
テ
鐘
ヲ
鋳
サ
セ
タ
リ
ケ
ル
こ
､
鋳
師
ガ
云
ク
'
｢
此
ノ
鐘
ヲ
バ
､

槌
ク
人
モ
無
ク
テ
'
十
二
時
二
鳴
ラ
サ
ム
ト
為
ル
也
｡
其
レ
ヲ
'
此
ク
鋳

テ
後
'
土
二
掘
埋
ム
デ
三
年
可
令
有
キ
也
｡
今
日
ヨ
リ
始
メ
テ
､
三
年
二

滴
テ
ラ
ム
日
ノ
其
ノ
明
ム
日
､
可
掘
出
キ
也
｡
其
レ
ヲ
､
或
ハ
日
ヲ
不
令

し

足
ズ
､
或
ハ
冒
ヲ
余
テ
掘
開
タ
ラ
ム
､
然
力
鎚
ク
人
モ
無
ク
テ
十
二
時
ニ

(
マ
マ
)

鳴
ル
事
ハ
不
可
有
ズ
｡
而
ル
構
ヘ
ヲ
シ
タ
ル
也
｣
ー
云
テ
､
鋳
師
ヲ
返
り

去
ニ
ケ
リ
｡

然
テ
､
土
二
掘
埋
テ
ケ
ル
こ
､
其
後
､
別
当
二
有
ケ
ル
法
師
､
二
年
ヲ

過
テ
'
三
年
卜
云
フ
こ
､
未
ダ
其
ノ
日
ニ
モ
不
至
ザ
リ
ケ
ル
二
㌧
否
不
待

得
ズ
シ
テ
､
心
モ
ー
ナ
カ
リ
ケ
ル
マ
,
こ
､
云
フ
甲
斐
無
ク
掘
開
テ
ケ
リ
｡

然
レ
バ
'
槌
ク
人
モ
無
ク
テ
十
二
時
二
鳴
ル
事
ハ
無
テ
､
只
有
ル
鐘
ニ
テ

有
ル
也
ケ
リ
｡
｢
鋳
師
ノ
云
ケ
ム
様
こ
､
其
ノ
日
掘
出
タ
ラ
マ
シ
カ
バ
､
槌

ク
人
モ
無
ク
テ
十
二
時
二
鳴
ラ
ナ
マ
シ
｡
然
鳴
マ
シ
カ
バ
､
鐘
ノ
音
聞
及

バ
ム
所
ニ
ハ
､
時
ヲ
モ
　
慎
二
知
り
､
微
妙
カ
ラ
マ
シ
｡
極
ク
ロ
情
シ
キ

事
シ
タ
ル
別
当
也
｣
ト
ナ
ム
'
其
ノ
時
ノ
人
云
ヒ
誇
リ
ケ
ル
｡

然
レ
バ
騒
シ
ク
､
物
念
ジ
不
為
ザ
ラ
ム
人
ハ
､
必
此
ク
弊
キ
也
｡
心
愚

こ
テ
不
信
ナ
ル
ガ
至
ス
所
也
｡
世
ノ
人
此
ヲ
聞
テ
努
々
不
信
ナ
ラ
ム
事
ヲ

バ
可
止
シ
､
-
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ー
ヤ
｡

豊
が
建
立
し
た
愛
宕
寺
の
鐘
を
鋳
た
鋳
物
師
が
'
鐘
を
土
中
に
埋
め
'
人
が

撞
か
な
く
て
も
十
二
の
時
に
自
動
的
に
な
る
よ
う
に
細
工
し
て
あ
る
の
で
､
三

珍
皇
寺
鐘
論

年
後
に
掘
-
出
す
よ
う
に
言
っ
て
姿
を
消
す
｡
し
か
し
寺
の
別
当
が
早
-
掘
-

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
､
普
通
の
鐘
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
｡

｢
心
モ
ー
ナ
カ
リ
ケ
ル
マ
､
こ
'
云
フ
甲
斐
無
ク
掘
開
テ
ケ
リ
｣
と
す
る
語
-
に

は
'
そ
の
後
別
当
に
な
っ
た
法
師
の
待
ち
遠
し
い
気
持
ち
が
よ
-
あ
ら
わ
れ
て

い
る
｡
三
年
間
待
ち
僅
び
'
あ
と
何
日
か
で
そ
の
日
と
い
う
時
に
､
堪
え
き
れ

ず
に
掘
-
開
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
'
何
と
も
勿
体
な
い
話
で
あ
る
｡

約
束
を
守
れ
な
か
っ
た
別
当
の
話
を
う
け
て
『
今
昔
』
は
､
人
間
の
｢
不
信
｣

(
マ
↓
こ

を
戒
め
る
教
訓
話
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
｡
｢
鋳
師
ヲ
返
り
去
ニ
ケ
リ
｣
　
の

｢
ヲ
｣
は
｢
ハ
｣
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
､
こ
の
｢
返
り
去
ル
｣
と
い

う
表
現
は
､
正
体
不
明
の
女
盗
人
　
(
二
十
九
･
3
)
　
や
'
実
は
鬼
の
変
化
で
あ

る
若
い
女
(
二
十
六
.
^
や
､
天
狗
愚
き
の
女
(
二
十
･
6
)
､
観
音
の
化
身

(
十
六
･
1
0
)
､
夢
中
の
蛇
(
十
四
･
3
)
な
ど
､
『
今
昔
』
の
中
で
は
'
得
体
の

知
れ
な
い
主
体
に
向
け
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
｡
本
話
の
珍
皇
寺
の
鐘
を
鋳
た
鋳

物
師
も
､
冥
界
往
来
者
笠
の
依
頼
を
受
け
た
不
思
議
な
存
在
と
し
て
注
視
さ
れ

て
い
る
｡

『
今
昔
』
と
『
古
事
談
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
'
同
一
の
筋
書
き
を
も
っ
た
話

が
､
そ
の
登
場
人
物
の
名
前
や
舞
台
背
景
な
ど
が
す
-
替
わ
っ
て
語
ら
れ
て
い

-
こ
と
は
､
説
話
の
世
界
に
お
い
て
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
｡
両
者
に
共
通

す
る
枠
組
み
は
､
鋳
物
師
が
鐘
を
鋳
造
し
､
期
日
に
掘
-
出
せ
ば
自
然
に
時
が

来
る
と
鐘
が
な
る
よ
う
に
仕
掛
け
る
が
､
後
の
人
が
期
日
よ
-
早
-
掘
-
起
こ

し
て
し
ま
い
､
只
の
鐘
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
『
今
昔
』
で
は
､

説
話
の
枠
組
み
で
あ
る
珍
皇
寺
鋳
鐘
説
話
に
､
冥
界
ゆ
か
-
の
豊
が
結
合
し
て

三
三



い
る
｡
無
論
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
-
『
今
昔
』
は
､
珍
皇
寺
が
生
と
死
の

境
界
に
位
置
す
る
こ
と
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
､
『
古
事
談
』
で
鋳
鐘

説
話
が
慶
俊
僧
都
と
結
合
す
る
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
｡

改
め
て
　
『
古
事
談
』
　
の
文
脈
を
振
-
返
っ
て
み
る
と
'
掘
り
出
さ
れ
た
鐘
の

音
は
､
唐
の
慶
俊
僧
都
の
耳
に
届
い
て
お
-
'
い
-
ら
慶
俊
僧
都
が
｢
不
鎚
二

六
時
二
鳴
サ
ム
ー
思
ツ
ル
モ
ノ
ヲ
｡
太
口
惜
｣
と
嘆
い
て
も
､
唐
土
ま
で
届
い

た
鐘
の
霊
験
は
少
な
か
ら
ず
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
-
｡
ま
た
､
そ
の
鐘

の
音
を
聞
-
耳
を
も
つ
慶
俊
の
卓
越
し
た
能
力
も
示
さ
れ
て
お
-
､
｢
珍
皇
寺

別
当
某
｣
は
慶
俊
と
鐘
を
称
揚
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
｡
さ
ら
に
､

慶
俊
僧
都
が
空
海
祖
師
で
あ
る
こ
と
は
､
別
当
の
語
り
で
は
な
-
地
の
文
で
説

明
さ
れ
て
お
-
､
優
れ
た
能
力
を
も
っ
た
慶
俊
僧
都
と
鐘
が
､
空
海
祖
師
に
ゆ

か
-
あ
る
こ
と
を
暴
露
的
に
印
象
づ
け
る
語
-
と
な
っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､

『
古
事
談
』
に
お
け
る
慶
俊
僧
都
は
､
空
海
を
導
き
出
す
と
い
う
点
で
'
話
の
重

要
な
核
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
次
に
'
珍
皇
寺
鋳
鐘
説
話
に
慶
俊

僧
都
が
結
合
し
た
背
景
を
考
え
て
い
き
た
い
｡

三
四

を
壇
越
と
し
て
寺
院
を
建
て
た
｡
没
年
は
､
延
暦
某
年
　
(
七
八
二
～
八
〇
六
)
｡

九
十
で
入
滅
し
た
と
さ
れ
る
　
(
七
大
寺
年
表
は
宝
亀
九
年
(
七
七
九
)
　
入
滅
と

す
る
)
｡

と
こ
ろ
が
､
空
海
祖
師
と
称
さ
れ
る
慶
俊
僧
都
の
名
は
'
平
安
中
期
以
降
に

(S)

な
ら
な
い
と
史
料
に
登
場
し
て
こ
な
い
｡
す
な
わ
ち
承
保
二
年
(
一
〇
七
五
)

四
月
三
日
付
『
東
寺
百
合
文
書
』
､
お
よ
び
平
安
中
期
以
降
の
偽
作
と
さ
れ
る

『
弘
法
大
師
二
五
箇
条
御
通
告
』
　
で
あ
る
｡

ま
ず
掲
げ
る
の
は
承
保
二
年
の
　
『
東
寺
百
合
文
書
』
　
(
平
安
遺
文
一
二

〇
)
　
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
珍
皇
寺
所
司
大
衆
が
､
東
寺
に
対
し
て
､
清
水
寺
僧

(
天
台
)
が
珍
皇
寺
別
当
た
る
事
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
し
た
文
書
で
あ
る
｡
や

や
長
い
が
以
下
に
引
用
す
る
｡

珍
皇
寺
所
司
大
衆
解
案
等
謹
解
　
申
請
長
者
　
御
重
政
所
参
箇
条
裁
事
､

請
被
殊
蒙
鴻
恩
､
任
先
例
正
道
之
理
､
条
々
判
礼
之
愁
状
'

(
マ
マ
)

一
請
御
寺
別
当
改
正
理
'
以
賢
心
興
隆
仏
法
事
､

右
､
所
司
大
衆
等
､
謹
槍
　
案
内
､
件
御
寺
本
願
､
尋
以
者
'
仏
法

l
y
.
[
1
:
I
 
I

流
布
､
大
師
雄
在
多
門
跡
､
乍
生
身
値
遇
出
世
給
希
也
､
尊
彼
大
師
本

三
　
弘
法
大
師
祖
師
慶
俊
の
登
場

師
慶
俊
僧
都
御
願
建
立
寺
家
夫
､
然
而
東
寺
者
即
大
師
御
願
､
故
相
承

『
古
事
談
』
に
登
場
す
る
慶
俊
僧
都
は
､
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
四
｢
城
州
愛

(
9
)

宕
山
沙
門
慶
俊
伝
｣
に
よ
る
と
､
百
済
辰
孫
王
の
未
宙
で
'
河
内
固
丹
比
郡
ゆ

か
-
の
一
族
　
(
姓
氏
家
系
大
辞
典
)
　
河
内
藤
井
氏
の
出
身
で
あ
る
｡
大
安
寺
に

学
び
､
天
応
元
年
(
七
八
一
)
春
'
光
仁
天
皇
よ
-
愛
宕
山
を
賜
-
､
和
気
氏

代
々
長
者
令
知
行
①
､
以
往
不
知
給
､
近
則
正
道
之
例
者
'
禅
林
寺
大
僧

正
御
時
､
最
初
以
尋
序
阿
閣
梨
'
件
寺
之
別
当
被
成
､
所
知
不
幾
之
間
､

同
品
房
官
僧
平
探
､
擾
充
令
執
行
寺
務
､
彼
御
室
万
歳
之
間
､
安
住
聖

心
令
安
堵
住
僧
'
修
理
堂
舎
為
宗
､
仏
法
興
隆
莫
過
於
彼
田
畠
'
所
領

公
験
之
理
無
妨
､
其
之
時
清
水
寺
別
当
法
眼
定
朝
件
珍
皇
寺
四
至
之
内



打
入
防
辻
立
'
即
日
僧
正
御
室
仰
云
､
速
件
防
辻
可
貫
者
'
乃
貫
焼
了
､

不
為
所
摂
者
乎
③
､

(
中
略
)

三
箇
条
に
及
ぶ
申
し
立
て
で
あ
る
｡
冒
頭
で
空
海
祖
師
が
建
立
し
た
珍
皇
寺

と
'
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
東
寺
と
の
協
調
関
係
を
強
-
主
張
し
て
い
る
①
｡
珍

皇
寺
は
､
し
ば
し
ば
清
水
寺
僧
と
の
紛
争
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
-
､
｢
清
水
別
当

法
眼
定
朝
｣
②
お
よ
び
､
次
文
の
傍
線
部
③
｢
清
水
寺
住
僧
朝
明
｣
は
そ
の
一

例
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
に
よ
る
と
'
東
寺
か
ら
派
遣
さ
れ
る
清
水
寺
僧
の
別
当
就

任
に
よ
っ
て
'
珍
皇
寺
の
流
記
公
験
は
紛
失
'
寺
家
は
荒
廃
を
極
め
､
田
畠
も

横
領
さ
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
｡

1
請
非
常
別
当
所
為
寺
家
流
記
公
験
紛
失
井
田
畠
争
論
事

右
､
同
検
案
内
､
寺
家
錐
無
庄
園
封
物
､
為
先
聖
御
願
､
偏
任
仏
法

(

マ

ゝ

)

威
厳
､
不
然
績
寺
辺
井
敷
地
田
畠
林
等
､
具
注
公
験
､
代
々
別
当
従
法

蔵
外
不
出
､
所
司
共
沙
汰
､
経
年
序
無
牢
寵
'
愛
仁
和
寺
僧
正
御
時
､

田
畠
字
菩
提
之
前
､
清
水
寺
住
人
押
作
､
於
珍
皇
寺
不
令
進
退
'
別
当

源
快
之
時
'
維
貴
地
子
､
成
阿
容
未
決
其
論
､
又
寺
家
北
四
至
内
畠
其

員
､
感
神
院
別
当
･
所
司
等
寄
事
於
神
威
押
取
､
未
絶
其
論
如
此
､
抑

件
別
当
朝
明
之
時
､
所
為
左
道
'
以
大
衆
号
成
敗
姫
､
昼
夜
私
壇
越
為

追
求
夫
役
､
念
仏
僧
等
不
可
計
画
､
寺
家
公
房
破
散
､
寺
住
人
難
堪
巨

多
也
､
適
去
任
之
後
'
小
野
僧
都
御
時
'
相
構
可
成
別
当
別
当
之
由
'

承
給
上
､
件
子
細
言
上
之
日
､
被
停
止
明
白
臭
⑥
'

一
講
不
可
被
成
多
門
非
寺
清
水
寺
僧
為
別
当
事
､

右
'
同
検
案
内
'
件
寺
別
当
所
望
之
輩
､
近
例
皆
以
御
塔
修
理
之
功

矧
d
矧
'
雑
然
致
窄
寵
､
戎
成
非
常
政
之
輩
如
眼
前
､
夫
以
前
朝
明
者
､

官
長
年
腸
如
此
､
況
若
年
者
､
任
名
聞
利
益
､
発
売
因
果
之
輩
､
只
当

時
之
事
為
宗
､
不
知
後
恥
､
随
彼
阿
容
､
但
馬
寺
殿
可
被
成
別
当
之
由

令
申
給
也
､
若
住
真
実
道
心
者
､
非
清
水
寺
僧
､
他
所
名
徳
可
被
引
級

給
､
但
被
住
偏
道
心
､
為
延
命
者
､
三
箇
年
之
間
､
昼
夜
前
路
上
下
且

件
清
水
寺
住
僧
朝
明
珍
皇
寺
別
当
罷
成
'
其
間
非
常
政
方
々
上
､
先
御

修
行
､
勧
進
僧
催
申
'
須
被
加
1
塵
哉
､
所
司
大
衆
等
､
情
以
悲
哉
､

寺
重
物
公
験
紛
失
､
小
野
僧
都
御
時
､
別
当
源
快
所
司
等
共
注
其
之
由
､

貴
大
師
遺
跡
､
被
成
他
門
猛
悪
別
当
､
権
田
畠
文
書
等
紛
失
､
寺
家
顛

件
文
書
噴
乞
間
､
無
沙
汰
'
源
快
死
去
之
後
､
朝
明
田
畠
被
押
沙
汰

ガ
刺
也
創
､
寺
家
所
領
之
内
､
田
二
反
候
之
中
､
l
反
清
水
寺
僧
所
領
､

経
年
致
弁
'
一
反
珍
皇
寺
所
領
乍
､
二
反
珍
皇
寺
所
司
作
人
也
'
以
往

近
来
件
田
二
反
負
致
方
々
弁
之
間
､
又
郡
司
井
国
検
田
傍
等
馬
上
注
､

一
分
加
役
不
候
､
件
朝
明
以
私
脊
属
破
走
､
不
経
郡
司
､
田
堵
一
反
之

外
'
地
子
勘
負
､
其
弁
責
苛
無
限
､
同
権
別
当
慶
久
作
如
以
前
､
同
寺

珍
皇
寺
鐘
論

倒
乎
､
重
今
度
件
清
水
寺
僧
被
成
者
'
永
住
僧
大
衆
不
留
跡
臭
⑥
､
(
徳

略
)

珍
皇
寺
の
荒
廃
を
背
景
と
し
て
'
堂
合
の
修
理
の
功
績
に
よ
っ
て
別
当
に
任

ぜ
ら
れ
る
僧
が
出
現
し
て
い
た
⑤
｡
承
保
二
年
の
文
書
作
成
時
に
も
､
阿
容
と

い
う
僧
が
'
修
造
の
功
に
よ
っ
て
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
｡
阿
容
の
別
当
就
任
に
つ
い
て
､
反
対
し
て
い
た
珍
皇
寺
所
司
･
大
衆
は
､

三
五



阿
容
が
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
る
な
ら
寺
か
ら
出
て
行
-
旨
を
主
張
｡
そ
し
て
､
寺

院
修
造
に
あ
た
る
　
｢
勧
進
聖
｣
を
登
用
す
る
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
⑤
｡

勧
進
の
本
義
は
'
仏
教
に
お
い
て
善
行
を
勧
め
て
仏
道
に
人
ら
し
め
る
こ
と

で
､
(
法
華
経
･
観
無
量
寿
経
な
ど
)
　
勧
化
･
募
縁
と
同
義
で
あ
る
｡
そ
れ
が
､

や
が
て
物
質
的
喜
捨
を
得
る
経
済
活
動
､
殊
に
寺
院
の
造
営
や
修
理
の
事
業
資

金
確
保
の
活
動
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
-
'
勧
進
聖
と
呼
ば
れ
る
僧
の
活
動
も

＼
‖
､

平
安
後
期
以
降
目
立
っ
て
見
え
始
め
る
よ
う
に
な
る
｡
勧
進
聖
と
は
､
寺
院
や

仏
像
の
道
立
な
ど
を
目
的
と
し
て
寄
付
を
募
る
活
動
を
行
っ
た
聖
た
ち
を
さ
し

て
い
う
｡
本
来
､
勧
進
は
信
仰
を
衆
庶
に
勧
め
る
行
為
で
あ
っ
た
が
､
そ
れ
は

人
々
か
ら
喜
捨
を
募
る
こ
と
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
｡

珍
皇
寺
所
司
大
衆
は
勧
進
聖
を
登
用
し
､
そ
の
修
理
の
為
に
経
済
的
充
実
を

図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡
所
々
に
弘
法
大
師
ゆ
か
-
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
文
脈
は
､
他
門
(
天
台
)
　
の
僧
で
あ
る
清
水
寺
僧
別
当
を
激
し
-
批
判

す
る
趣
旨
に
お
い
て
は
､
効
果
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

さ
ら
に
､
空
海
所
縁
の
寺
院
で
あ
る
と
の
標
傍
が
'
勧
進
聖
に
対
し
て
効
力

を
も
っ
た
こ
と
が
､
同
時
期
の
讃
岐
国
里
奈
羅
寺
修
理
に
関
す
る
文
書
(
束
寺

百
合
文
書
　
康
平
五
年
十
月
二
十
一
日
付
住
僧
善
芳
解
)
　
か
ら
知
ら
れ
る
｡
珍

(S)

皇
寺
と
同
じ
く
東
寺
末
寺
で
あ
っ
た
里
奈
羅
寺
の
修
理
に
は
､
勧
進
聖
善
芳
と

い
う
人
物
が
関
わ
っ
て
い
る
｡
彼
は
康
平
年
間
(
一
〇
五
六
～
六
五
)
す
で
に

甚
だ
し
く
荒
廃
し
て
い
た
寺
を
見
て
､
空
海
滅
後
､
二
〇
〇
徐
歳
に
し
て
､
堂

舎
の
顛
倒
･
破
壊
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
｢
見
此
難
涙
難
堪
､
肝

魔
難
抑
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
中
で
も
特
に
重
視
す
べ
き
こ
と
は
､
彼
が
｢
為
仏

三
六

法
修
行
往
反
之
次
､
当
寺
伽
藍
逗
留
之
間
｣
寺
の
荒
廃
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に

し
､
始
終
そ
の
修
復
活
動
に
尽
力
し
た
が
､
｢
寺
本
願
壇
越
者
彼
大
師
入
唐
帰
朝

之
後
'
･
所
被
建
立
之
道
場
云
々
､
-
(
中
略
)
-
蒙
善
芳
情
思
､
大
師
智
恩
之

寺
､
遷
化
聖
霊
素
音
所
也
｣
(
平
安
遺
文
一
〇
二
〇
)
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
｡
す
な
わ
ち
勧
進
聖
善
芳
が
積
極
的
に
勧
進
活
動
に
携
わ
っ
た
背
景
に
'

畳
奈
羅
寺
が
弘
法
大
師
空
海
に
ゆ
か
-
の
あ
る
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
大
寺
院
と
身
分
的
に
関
わ
-
を
持
た
ず
､
在
野
の

出
家
者
と
し
て
勧
進
活
動
を
お
こ
な
っ
た
聖
に
と
っ
て
､
弘
法
大
師
空
海
は
崇

拝
の
対
象
で
あ
っ
た
｡
讃
岐
国
里
奈
羅
寺
の
修
理
を
記
し
た
記
事
か
ら
は
'
空

海
ゆ
か
-
の
も
の
で
あ
る
と
の
標
傍
が
､
勧
進
僧
の
協
力
へ
結
び
つ
い
た
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
｡
お
そ
ら
-
珍
皇
寺
の
修
理
に
携
わ
る
勧
進
聖
に
と
っ
て

も
､
空
海
祖
師
慶
俊
建
立
の
寺
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ

ろ
､
つ
｡

(3)

今
ひ
と
つ
慶
俊
を
空
海
祖
師
と
す
る
史
料
は
､
平
安
中
期
以
降
の
偽
作
と
さ

れ
る
『
弘
法
大
師
二
十
五
箇
条
御
遺
告
』
　
(
弘
法
大
師
空
海
全
集
8
)
　
で
あ
る
｡

ち
ん
く
わ
う
じ

｢
珍
皇
寺
(
字
愛
宕
寺
)
を
以
て
後
生
の
弟
子
門
徒
の
中
に
修
治
す
べ
き

縁
起
第
四
｣

わ

も

と

き

ょ

う

し

ゅ

ん

そ

う

づ

右
の
寺
建
立
の
大
師
は
､
是
れ
吾
が
祖
師
'
故
の
慶
俊
僧
都
な
-
｡
も

閤
S
B
]
閏

ろ
も
ろ
の
門
徒
相
共
に
付
属
す
る
こ
と
あ
る
に
依
っ
て
､
修
治
を
加
え
来

す

な

は

た

つ

か

さ

る
者
な
り
｡
然
れ
ば
則
ち
修
治
に
能
へ
た
ら
ん
人
を
以
て
､
寺
の
司
に
任

じ
て
住
持
せ
し
む
べ
し
｡
不
能
の
者
を
用
ふ
る
こ
と
な
か
れ
｡

珍
皇
寺
の
開
基
は
空
海
祖
師
慶
俊
で
あ
る
か
ら
､
寺
の
管
理
は
真
言
門
徒
に



よ
っ
て
守
-
続
け
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
｡
『
御
遺
告
』
に
収
録
さ
れ
た

こ
の
言
説
に
つ
い
て
は
､
十
世
紀
に
創
建
さ
れ
た
空
也
の
六
波
羅
蜜
寺
が
､
天

台
別
院
と
し
て
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
-
の
に
対
抗
し
て
､
真
言
側
が
近
隣
の
珍

皇
寺
を
真
言
別
院
に
格
付
け
す
る
た
め
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
指
摘

(3)

が
あ
る
｡
真
言
の
格
付
け
の
為
で
あ
っ
た
に
し
て
も
､
こ
の
時
期
に
珍
皇
寺
内

外
で
空
海
と
繋
が
る
人
物
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
こ
と
の
背
景
に
は
､

勧
進
活
動
の
活
発
化
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
｡
承
保
二
年
段
階

で
の
『
東
寺
百
合
文
書
』
お
よ
び
『
御
通
告
』
　
の
主
要
な
ね
ら
い
は
､
真
言
内

外
お
よ
び
寺
の
修
理
に
携
わ
る
勧
進
聖
の
弘
法
大
師
信
仰
の
圏
内
に
据
え
ら
れ

て
い
た
｡
珍
皇
寺
と
空
海
祖
師
慶
俊
僧
都
の
繋
が
-
を
語
る
言
説
は
､
弘
法
大

師
空
海
と
い
う
超
越
的
な
存
在
を
権
威
と
し
て
成
立
し
て
い
る
｡
何
ら
か
の
超

越
的
な
存
在
を
権
威
と
し
て
背
景
に
持
ち
つ
つ
勧
進
を
行
う
こ
と
は
､
勧
進
聖

に
と
っ
て
常
套
手
段
で
あ
っ
た
｡
良
忍
が
阿
弥
陀
仏
よ
-
融
通
念
仏
の
理
念
の

夢
告
を
受
け
た
と
い
う
(
『
古
今
著
聞
集
』
釈
教
)
話
や
､
一
遍
上
人
が
夢
中
に

熊
野
権
現
か
ら
札
配
-
の
数
え
を
受
け
た
と
い
う
話
(
『
一
遍
聖
絵
』
巻
三
)
な

ど
は
'
勧
進
の
よ
-
ど
こ
ろ
と
し
た
言
説
の
超
越
性
を
物
語
っ
て
い
る
｡
空
海

祖
師
慶
俊
僧
都
が
鋳
鐘
説
話
と
結
合
す
る
の
も
う
弘
法
大
師
空
海
の
超
越
性
を

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
勧
進
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
-
､
『
古
事
談
』
は
そ
の
一

つ
を
掬
い
上
げ
て
収
録
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

四
　
鐘
の
説
話
と
鋳
物
師

珍
皇
寺
鐘
論

以
上
'
『
古
事
談
』
所
収
珍
皇
寺
鋳
鐘
説
話
を
中
心
と
し
て
､
勧
進
と
の
関
連

を
述
べ
て
き
た
が
､
こ
こ
で
何
故
《
鐘
》
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
｡
珍
皇
寺

の
鐘
の
他
に
も
､
三
井
寺
園
城
寺
鐘
や
'
道
成
寺
鐘
な
ど
､
鐘
を
題
材
に
し
た

説
話
は
多
-
伝
わ
っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
は
鐘
が
寺
院
に
と
っ
て
象
徴
的
存
在
で

あ
-
'
鐘
自
体
が
本
来
衆
生
救
済
の
理
念
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
､
鐘
を
核
と
し
て
話
が
展
開
さ
れ
て
い
な
が
ら
､

鐘
の
功
徳
を
示
す
話
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
｡
で
は
な
ぜ
鐘
な
の
か
､

そ
れ
に
は
鐘
を
製
作
す
る
鋳
物
師
の
存
在
に
眼
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡

勧
進
の
拡
大
の
な
か
で
鋳
鐘
説
話
が
生
成
す
る
背
景
に
は
､
勧
進
増
大
の
一

方
で
､
勧
進
聖
と
鋳
物
師
の
一
体
化
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
勧
進
聖
に
は

｢
鋳
師
僧
｣
と
し
て
勧
進
聖
の
中
に
名
を
連
ね
て
い
る
も
の
も
い
た
｡
た
と
え
ば
､

永
久
四
年
(
二
一
六
)
　
二
月
二
十
六
日
に
結
縁
さ
れ
た
京
都
市
場
ケ
峯
出
土

の
経
筒
銘
に
あ
る
　
｢
僧
永
源
｣
と
み
え
る
人
物
は
､
豪
傑
三
年
(
一
〇
九
六
)

結
縁
の
佐
賀
県
大
町
町
出
土
の
経
筒
銘
に
｢
鋳
師
僧
永
源
｣
と
み
え
て
い
る
人

物
と
同
一
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
れ
は
､
勧
進
聖
の
中
に
諸
国
遍
歴
し
っ
つ
勧
進

活
動
に
携
わ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
と
､
鋳
物
師
と
聖
が
互
い
に
重
複
す
る
側

面
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
も
あ
る
｡
ま
た
､
寛
治
元
年
(
一
〇
八

七
)
十
一
月
二
十
二
日
給
縁
の
､
経
筒
銘
に
は
｢
勧
進
僧
遍
照
･
鋳
師
僧
頼
源
｣

が
並
記
さ
れ
て
お
-
､
勧
進
聖
と
鋳
物
師
が
同
行
し
て
諸
国
で
勧
進
活
動
を

三
七



(S)

行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

諸
国
を
遍
歴
流
浪
す
る
鋳
物
師
の
姿
は
　
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
一
六
｢
興
言

利
口
第
二
十
五
｣
に
､
｢
近
比
天
王
寺
よ
-
､
あ
る
中
間
法
師
京
へ
上
-
け
る
み

ち
に
､
山
ぶ
し
一
人
又
い
も
じ
す
る
男
一
人
､
行
き
つ
れ
て
上
-
け
-
｡
各
三

人
あ
ゆ
み
つ
れ
て
行
に
､
今
津
辺
に
て
日
暮
て
け
れ
ば
､
三
人
一
や
ど
に
と
ま

-
に
け
-
｡
｣
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
｡
本
話
は
山
伏
が
鋳
物
師
に
な
-

す
ま
し
て
､
｢
わ
れ
は
や
ど
-
う
ど
に
て
侍
-
｡
こ
れ
の
御
か
ま
を
見
れ
ば
､
か

た
か
ま
ば
か
-
あ
-
て
'
わ
き
が
ま
な
し
｡
さ
だ
め
て
ほ
し
-
お
も
は
せ
給
ら

ん
｡
か
-
候
物
は
い
も
じ
に
て
候
ぞ
｡
ま
い
ら
せ
ん
は
い
か
に
｣
と
遊
女
に
言

い
寄
-
､
思
い
を
遂
げ
た
後
'
何
も
知
ら
な
い
鋳
物
師
を
残
し
て
逃
げ
て
い
-

と
い
う
話
で
あ
る
｡
ま
た
'
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
､
山
伏
が
鋳
物
師
の
妻
と

密
通
L
t
　
帰
宅
し
た
鋳
物
師
に
額
を
割
ら
れ
る
話
な
ど
も
あ
る
｡
勧
進
聖
の
中

に
は
山
岳
修
験
者
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
も
の
も
お
-
､
『
義
経
記
』
や
謡
曲

『
安
宅
』
に
登
場
す
る
勧
進
聖
も
山
伏
姿
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
山
伏
と
鋳
物

師
が
共
に
登
場
し
て
-
る
の
も
､
鋳
物
師
と
勧
進
聖
の
密
接
な
結
び
つ
き
が

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
｡

『
古
事
談
』
に
登
場
す
る
慶
俊
僧
都
は
､
河
内
藤
井
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
｡
こ

の
一
族
は
丹
比
郡
を
本
拠
と
す
る
一
族
で
あ
る
｡
丹
比
郡
は
､
中
世
の
究
鐘
の

(S)

大
半
を
製
作
し
た
河
内
鋳
物
師
の
本
拠
丹
南
地
域
に
あ
-
､
慶
俊
自
ら
鐘
を
鋳

造
し
た
と
い
う
『
古
事
談
』
　
の
言
説
は
'
慶
俊
僧
都
が
河
内
丹
南
地
方
ゆ
か
-

の
人
物
で
あ
る
こ
と
と
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
｡

一
方
で
､
説
話
の
背
後
に
鋳
物
師
の
存
在
が
垣
間
見
え
る
の
は
'
鐘
の
登
場

三
八

す
る
説
話
全
体
に
お
よ
ぶ
こ
と
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
三
井
寺
の
古
鐘
は
龍
宮
か

ら
得
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
当
初
広
江
寺
に
つ
る
さ
れ
て
い

た
が
､
天
台
末
寺
で
あ
っ
た
た
め
三
井
寺
に
奪
取
さ
れ
た
う
え
､
鐘
主
は
三
井

寺
衆
徒
に
よ
っ
て
湖
に
沈
め
ら
れ
た
と
い
う
(
『
古
事
談
』
『
園
城
寺
伝
記
』
等
)
｡

ま
た
一
説
に
依
れ
ば
'
三
井
寺
鐘
は
田
原
藤
太
秀
郷
が
龍
宮
か
ら
持
ち
帰
っ
た

も
の
と
も
い
う
(
『
神
明
鏡
』
)
.
道
成
寺
縁
起
に
関
係
す
る
1
連
の
言
説
に
も
道

成
寺
の
大
鐘
が
登
場
す
る
｡
し
か
し
話
の
中
で
鐘
の
功
徳
が
説
か
れ
る
わ
け
で

は
な
-
､
鐘
に
隠
れ
た
若
僧
は
女
の
変
化
し
た
大
蛇
に
､
鐘
ご
と
焼
か
れ
て
し

ま
う
｡
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
'
鋳
物
師
の
生
業
･
鋳
鐘
の
工
程
が
織
-

込
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
｡
珍
皇
寺
の
場
合
､
鐘
を
埋
め
る
事
は
鋳
造
し
た
鐘

を
冷
却
す
る
必
要
上
'
実
際
に
行
わ
れ
た
工
程
で
あ
る
｡
鐘
を
鋳
る
た
め
の
鉄

を
手
に
入
れ
る
べ
-
は
る
ば
る
航
路
を
旅
す
る
-
だ
-
(
園
城
寺
鐘
説
話
)
　
や
､

道
成
寺
大
鐘
に
蛇
が
火
を
吹
き
か
け
て
燃
や
す
場
面
な
ど
は
､
鐘
の
製
造
･
鋳

造
･
解
体
工
程
の
1
端
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
さ
ら
に
　
『
今
昔
物
語

集
』
巻
二
十
九
｢
摂
津
国
来
小
屋
寺
盗
鐘
語
第
十
七
｣
　
に
語
ら
れ
て
い
る
鐘
盗

(S)

人
の
話
も
'
鋳
物
師
の
技
術
抜
き
に
し
て
は
､
犯
行
も
説
話
も
成
立
し
え
な
い
｡

小
屋
寺
に
老
法
師
が
訪
れ
､
鐘
堂
に
旅
寝
を
許
さ
れ
る
が
､
そ
の
ま
ま
鐘
堂
で

死
ん
で
し
ま
う
(
実
は
死
ん
だ
ふ
-
)
｡
や
が
て
老
法
師
の
子
を
名
乗
る
男
た
ち

が
現
れ
､
法
師
の
葬
式
を
営
む
ふ
-
を
し
て
､
そ
の
ま
ま
鐘
を
盗
み
出
す
話
で

あ
る
｡
死
蔵
を
恐
れ
て
寵
も
っ
て
い
た
小
屋
寺
の
住
僧
た
ち
は
､
男
た
ち
が
一

晩
中
念
仏
を
唱
え
､
金
を
叩
い
て
い
た
の
を
葬
儀
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
こ

ん
で
い
た
が
'
明
け
方
'
大
き
な
松
の
木
に
鐘
を
引
っ
掛
け
て
焼
き
砕
い
た
跡



が
発
見
さ
れ
､
事
の
次
第
を
知
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
寺
の
鐘
に
由
来
す
る

説
話
に
は
'
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
鋳
物
師
の
存
在
が
灰
見
え
る
の
で
あ
る
｡

中
世
の
究
鐘
の
大
半
が
勧
進
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
､
坪
井

(3)

良
平
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡
鐘
は
寺
の
象
徴
で
あ
-
'
勧
進
の

結
実
が
目
に
見
え
て
明
ら
か
に
な
る
指
標
で
も
あ
る
｡
先
述
し
た
よ
う
に
勧
進

聖
の
中
に
は
鋳
物
師
的
性
格
の
者
も
含
ま
れ
て
お
-
､
勧
進
聖
と
鋳
物
師
に
は

密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
｡
鐘
説
話
の
生
成
母
胎
は
､
勧
進
活
動
と
､
職
業
分
化

が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
鋳
物
師
の
商
業
活
動
の
均
衡
の
中
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
｡
勧
進
聖
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
言
説
に
は
､
勧
進
の
目
的
を

象
徴
す
る
鐘
が
登
場
し
､
鋳
造
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
､
不
思
議
な
由
来
が
語

ら
れ
た
｡
そ
こ
に
は
ま
た
､
鋳
物
師
と
い
う
職
業
集
団
､
お
よ
び
鐘
に
付
随
す

る
寺
院
の
喧
伝
も
意
図
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
鐘
を
核
と
す
る

説
話
生
起
の
一
側
面
と
し
て
'
以
上
の
よ
う
な
勧
進
と
鋳
物
師
の
関
係
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
｡
珍
自
重
寸
の
話
も
鋳
物
師
の
技
術
に
よ
っ
て
説
話
が
支
え
ら

れ
て
い
る
｡
鋳
鐘
説
話
は
勧
進
の
諸
相
に
お
い
て
様
々
な
言
説
と
結
合
し
､
変

容
･
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

五
　
お
わ
-
に

鐘
の
音
は
､
時
刻
を
知
ら
せ
る
も
の
と
し
て
'
あ
る
い
は
法
会
や
祭
礼
の
合

図
･
号
令
'
非
常
を
知
ら
せ
る
手
段
と
し
て
'
仏
教
伝
来
以
来
長
き
に
わ
た
っ

て
人
々
の
生
活
に
広
-
胎
灸
し
て
き
た
｡
奈
良
時
代
以
来
'
寺
院
な
ど
で
は
走

珍
皇
寺
鐘
論

時
法
に
基
づ
-
昼
夜
四
十
八
刻
制
で
は
な
-
､
不
定
時
法
に
基
づ
-
六
時
が
便

(S)

用
さ
れ
て
い
た
｡
『
小
右
記
』
長
和
五
年
(
1
0
1
六
)
六
月
二
日
条
に
は
､
｢
帰

畢
之
間
､
打
寺
々
後
夜
鐘
｣
と
あ
-
'
後
夜
の
鐘
の
記
述
が
見
え
る
｡
ま
た
､

六
時
報
知
の
鐘
と
は
別
に
､
十
二
辰
刻
を
報
知
す
る
例
も
し
ば
し
ば
見
え
'
『
権

記
』
寛
弘
五
年
九
月
二
十
五
日
条
に
｢
子
時
螺
吹
後
､
僧
都
被
出
｣
と
あ
る
様

に
､
寺
院
で
は
鐘
と
法
螺
が
時
刻
報
知
の
は
た
ら
き
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

(
2
0
)

れ
る
｡珍

皇
寺
で
は
自
然
に
六
時
を
知
ら
せ
る
と
い
う
霊
験
は
､
人
が
掘
-
出
し
て

し
ま
っ
た
た
め
に
実
現
し
え
な
か
っ
た
が
､
時
が
来
る
と
自
然
に
鐘
が
鳴
る
鐘

と
し
て
広
-
知
ら
れ
る
の
は
『
平
家
物
語
』
冒
頭
の
｢
砥
囲
精
舎
の
鐘
の
声
｣

ぎ

じ

ゆ

ぎ

つ

こ

ど

く

お

ん

で
あ
る
｡
砥
囲
精
舎
の
鐘
は
､
天
竺
の
砥
園
給
孤
独
園
に
あ
る
無
常
堂
の
鐘
の

音
で
あ
る
｡
西
北
隅
に
あ
る
無
常
堂
は
､
収
容
さ
れ
た
病
僧
が
臨
終
を
迎
え
る

と
､
そ
の
四
隅
に
あ
る
被
璃
の
鐘
が
自
然
に
鳴
っ
て
諸
行
無
常
の
偶
を
示
し
'

苦
を
和
ら
げ
る
と
い
う
｡

珍
皇
寺
の
位
置
す
る
鳥
部
野
周
辺
に
あ
る
多
数
の
寺
院
の
一
つ
双
林
寺
は
､

寺
号
が
｢
沙
羅
双
林
寺
｣
　
の
略
称
で
あ
-
､
釈
迦
淫
楽
の
聖
地
に
な
ぞ
ら
え
ら

れ
て
い
る
｡
同
様
に
､
源
融
の
河
原
院
内
に
融
の
第
三
子
仁
康
が
建
立
し
た
祇

陀
林
寺
も
'
大
江
匡
房
の
願
文
に
よ
っ
て
も
砥
園
精
舎
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
｡

砥
陀
林
寺
の
鐘
は
賀
茂
川
の
洪
水
で
沈
ん
で
し
ま
っ
た
が
､
鎌
倉
初
期
に
栄
西

が
砥
園
精
舎
に
擬
し
て
賀
茂
川
東
岸
に
建
仁
寺
を
建
立
し
た
際
､
砥
陀
林
寺
の

鐘
を
引
き
上
げ
て
建
仁
寺
の
梵
鐘
と
し
た
と
い
う
か
ら
'
建
仁
寺
の
鐘
も
砥
園

精
舎
の
鐘
を
擬
し
た
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
現
在
の
三
井
寺
鐘
は
慶
長
七
年

三
九



(
一
六
〇
二
)
に
鋳
造
さ
れ
た
が
､
そ
の
銘
文
に
｢
夫
当
寺
之
鐘
者
昔
田
原
藤
太

秀
郷
得
龍
神
　
請
得
之
龍
宮
其
後
安
置
於
当
寺
案
其
来
由
日
　
天
竺
砥
園
精
舎

(S)

艮
鐘
也
昭
々
乎
見
子
三
井
伝
記
爾
｣
と
あ
-
､
龍
宮
か
ら
伝
来
す
る
以
前
､
も

と
も
と
は
天
竺
砥
園
精
舎
艮
(
東
北
)
　
の
鐘
で
あ
っ
た
と
い
う
言
説
が
付
与
さ

れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
砥
園
精
舎
鐘
の
標
樺
が
中
世
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
表
出
し
て
い
-
の
は
､
鐘
の
音
が
地
獄
の
苦
厄
か
ら
扱
い
､
楽
土
に
導
く
と

い
う
仏
教
的
発
想
の
浸
透
に
よ
る
も
の
で
あ
-
､
勧
進
に
お
い
て
鐘
説
話
が
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
｡

『
古
事
談
』
は
｢
別
当
某
｣
談
と
い
う
枠
組
み
を
持
ち
'
別
当
自
ら
鐘
の
由
来

を
説
い
て
い
る
｡
説
話
自
体
が
人
々
を
鐘
に
引
き
つ
け
る
構
図
で
あ
-
､
こ
れ

自
体
が
勧
進
の
一
面
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
｡
現
在
の
豊
と
閤
魔
王
の

伝
説
に
彩
ら
れ
た
珍
皇
寺
境
内
か
ら
は
強
-
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
｡
し
か
し
､

鐘
は
唐
ま
で
音
が
届
い
た
霊
験
あ
る
鐘
と
し
て
語
-
継
が
れ
'
現
在
も
六
道
参

-
で
は
信
仰
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
｡

※
『
古
事
談
』
は
改
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
-
'
『
今
昔
物
語
集
』
は
新
日
本
古

典
文
学
大
系
に
よ
る
｡

注

(
-
)
　
『
古
事
談
』
が
対
象
と
す
る
時
代
は
ー
称
徳
天
皇
や
浦
島
子
伝
に
始
ま
り
､
編
者
許
兼

没
年
に
近
い
建
暦
年
間
　
(
一
二
二
～
一
三
)
　
の
出
来
事
に
ま
で
及
ぶ
｡

(
2
)
　
弘
法
大
師
空
海
の
祖
師
は
､
慶
俊
以
外
に
も
語
ら
れ
る
｡
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
一

｢
弘
法
大
師
､
渡
宋
'
伝
真
言
敦
帰
来
語
第
九
｣
　
で
は
､
祖
師
は
大
安
寺
の
｢
勤
操
｣
｡

a
o

(
3
)
珍
皇
寺
は
創
建
当
時
東
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
が
､
南
北
朝
以
降
建
仁
寺
末
寺
と
な
っ

た
｡
『
文
徳
実
録
』
巻
第
十
天
安
二
年
(
八
五
八
)
四
月
条
に
｢
是
夜
宝
皇
寺
火
､
(
俗

名
鳥
戸
寺
)
金
堂
礼
堂
尽
為
灰
焼
｣
と
あ
-
'
北
村
季
吟
『
菟
芸
泥
赴
』
(
貞
観
元
年
･

一
六
八
四
)
黒
川
道
祐
『
薙
州
府
志
』
(
貞
観
三
年
二
六
八
六
)
は
こ
れ
を
｢
宝
皇
寺
｣

を
'
珍
皇
寺
の
前
身
と
す
る
｡
し
か
し
､
『
中
古
京
師
内
外
地
図
』
は
｢
宝
皇
寺
｣
を
阿

弥
陀
ケ
峰
西
麓
に
記
し
'
｢
珍
皇
寺
｣
と
｢
宝
皇
寺
｣
を
別
寺
と
捉
え
て
い
る
｡
ま
た
､

『
今
昔
物
語
集
』
で
も
｢
愛
宕
寺
｣
と
｢
鳥
部
寺
｣
の
説
話
が
別
々
に
存
在
す
る
事
等
を

鑑
み
て
も
'
こ
れ
ら
は
別
寺
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
4
)
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
l
宇
四
｢
七
月
十
五
日
立
盆
女
､
読
和
歌
語
第
四
十
九
｣

今
昔
ー
七
月
十
五
日
ノ
ロ
盆
ノ
日
､
極
ク
貧
カ
リ
ケ
ル
女
ノ
'
祖
ノ
為
こ
食
ヲ
備

ひ
ら
か
ほ
と
き

フ
ル
ニ
不
堪
シ
テ
'
一
ツ
着
タ
リ
ケ
ル
薄
色
ノ
綾
ノ
衣
ノ
表
ヲ
解
テ
､
釜
ノ
釜
二

人
レ
テ
'
蓮
ノ
棄
ヲ
上
二
覆
テ
､
愛
□
寺
二
持
参
テ
'
伏
礼
テ
泣
テ
去
ニ
ケ
リ
｡

其
後
'
人
怪
ム
デ
寄
テ
此
レ
ヲ
見
レ
バ
'
蓮
ノ
葉
二
此
ク
書
タ
リ
ケ
リ
｡
｢
タ
テ
マ

ッ
ル
ハ
チ
ス
ノ
ウ
へ
ノ
露
バ
カ
リ
コ
レ
ヲ
ア
ハ
レ
ニ
ミ
ヨ
ノ
ホ
ー
ケ
ニ
｣
ト
｡

人
々
此
レ
ヲ
見
テ
皆
哀
ガ
リ
ケ
リ
｡
其
人
卜
云
事
ハ
不
知
デ
止
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語

り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
｡

孟
蘭
盆
の
供
養
が
で
き
な
か
っ
た
貧
し
い
女
が
､
着
衣
の
表
地
を
ほ
ど
い
て
布
施
と
L
t

和
歌
一
首
を
添
え
て
愛
宕
寺
に
奉
納
し
た
と
い
う
話
｡
欠
字
に
な
っ
て
い
る
寺
の
名
称

が
､
同
文
的
同
話
で
あ
る
『
古
本
説
話
集
』
上
三
十
三
か
ら
｢
愛
宕
寺
｣
が
相
当
す
る

こ
と
か
ら
､
孟
蘭
盆
の
日
に
祖
霊
を
迎
え
る
行
為
が
､
一
二
世
紀
頃
の
愛
宕
寺
で
す
で

に
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
5
)
『
社
寺
参
詣
畳
奈
羅
』
(
平
凡
社
一
九
八
七
年
)
難
波
田
徹
｢
社
寺
参
詣
皇
茶
羅
の
成

立
と
そ
の
背
景
｣
(
『
古
絵
図
』
日
本
の
美
術
7

2
至
文
堂
一
九
七
二
年
)
八
木
透
｢
珍
皇

寺
の
六
道
参
-
｣
(
『
仏
教
年
中
行
事
』
仏
教
民
俗
学
大
系
6
名
著
出
版
一
九
五
九
年
)

平
松
克
子
｢
『
珍
皇
寺
参
詣
畳
茶
羅
』
と
そ
の
信
仰
｣
(
『
就
実
語
文
』
1
1
号
一
九
九
〇
年
)
0

珍
皇
寺
の
信
仰
の
周
辺
に
つ
い
て
は
､
平
松
論
文
が
詳
し
-
､
参
考
に
な
っ
た
｡

(
6
)
『
中
世
文
芸
叢
書
9
瀬
戸
内
寺
社
縁
起
集
』
一
九
六
五
年
広
島
中
世
文
芸
研
究
会

編



小
峯
和
明
｢
『
野
馬
台
詩
』
の
謎
　
-
　
歴
史
叙
述
と
し
て
の
未
来
記
｣
岩
波
書
店
､
二

〇
〇
三
年

(
7
)
　
『
扶
桑
京
華
志
』
寛
文
五
年
(
一
六
六
六
)
松
野
元
敬
｡
『
菟
垂
泥
赴
』
貞
享
元
年

(
l
六
八
六
)
北
村
季
吟
｡
『
山
城
名
跡
志
』
正
徳
元
年
(
1
七
二
)
沙
門
白
意
｡
『
山

城
名
跡
巡
行
志
』
宝
暦
E
]
年
二
七
五
四
)
僧
浄
恵
な
ど
｡

(
8
)
　
隠
岐
配
流
は
　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
｢
小
野
豊
'
被
流
隠
岐
国
時
読
和
歌
語
第

四
十
五
｣
　
に
'
事
有
テ
隠
岐
国
二
被
流
ケ
ル
時
､
船
二
乗
テ
出
立
ツ
ー
テ
､
京
二
知
タ

ル
人
ノ
許
こ
､
此
ク
読
テ
遣
ケ
ル
､
｢
ワ
タ
ノ
ハ
ラ
ヤ
ソ
シ
マ
カ
ケ
テ
コ
ギ
出
ヌ
-
ヒ
ト

こ
ハ
ツ
ゲ
ヨ
ア
マ
ノ
ツ
リ
ブ
ネ
｣
と
あ
る
ほ
か
ー
『
古
今
集
』
　
『
世
継
物
語
』
　
『
撰
集
抄
』

な
ど
で
広
-
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡

小
野
豊
に
つ
い
て
は
､
上
野
英
子
｢
小
野
豊
考
(
一
)
　
～
　
(
六
)
｣
『
実
践
国
文
学
』

一
九
八
七
-
九
二
年
｡
藤
原
克
己
『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
漢
文
学
』
東
京
大
学
出
版
会
､

二
〇
〇
1
年
｡
黒
木
香
｢
小
野
豊
の
変
貌
　
-
　
冥
官
説
話
の
変
化
を
め
ぐ
っ
て
｣
『
源
氏

物
語
の
内
と
外
』
風
間
書
房
､
一
九
八
七
年
｡
石
原
昭
平
｢
小
野
豊
冥
官
説
話
の
諸
相
｣

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
九
〇
年
八
月

(
9
)
　
釈
慶
俊
｡
出
干
河
内
藤
井
氏
｡
在
幼
純
信
｡
意
楽
仏
教
｡
至
難
李
歳
｡
随
大
安
寺
道

慈
削
洗
納
戒
｡
慈
教
以
三
論
｡
法
相
｡
華
厳
｡
又
就
動
揺
｡
受
求
聞
持
法
｡
専
攻
雑
華
｡

四
法
界
十
玄
談
｡
融
摂
指
掌
｡
住
大
安
｡
(
中
略
)
　
天
応
元
年
春
｡
光
仁
帝
賜
愛
宕
山
｡

此
山
雀
蒐
独
秀
帝
畿
｡
錐
泰
澄
｡
小
角
｡
披
榛
安
｡
而
党
利
未
傍
｡
壇
越
和
気
氏
｡
風

摩
俊
徳
｡
構
堂
建
院
｡
(
後
略
)

(
S
)
　
慶
俊
以
外
に
開
基
と
さ
れ
て
い
る
人
物
は
山
代
淡
海
と
い
う
未
詳
の
人
物
で
あ
る
｡

長
保
四
年
(
1
〇
〇
二
)
　
二
月
l
九
日
付
の
｢
山
城
国
珍
皇
寺
領
坪
付
案
｣
　
(
東
寺
百

合
文
書
)
　
に
よ
る
と
､
珍
皇
寺
は
､
承
和
三
年
(
八
三
六
)
　
に
山
代
淡
海
等
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
､
延
久
三
年
(
1
〇
七
l
)
十
月
八
日
付
の
｢
珍
皇
寺
司
解
｣

(
東
寺
百
合
文
書
)
　
で
も
､
山
代
淡
海
が
珍
皇
寺
開
祖
と
し
て
登
場
す
る
｡
延
久
三
年

｢
珍
皇
寺
司
解
｣
の
後
半
は
､
感
神
院
(
八
坂
神
社
)
　
の
横
坊
を
本
寺
(
末
寺
)
に
訴
え

る
内
容
で
あ
-
ー
長
保
四
年
の
文
書
は
､
当
時
寺
院
で
あ
っ
た
川
原
院
に
よ
っ
て
所
領

の
一
部
が
略
奪
さ
れ
た
こ
と
を
非
難
し
､
公
験
に
よ
る
寺
領
確
認
を
要
求
す
る
内
容
で

珍
皇
寺
鐘
論

あ
る
｡
国
司
･
郡
司
が
所
有
権
を
公
認
す
る
文
書
で
あ
る
公
験
を
要
求
し
て
い
る
こ
れ

ら
の
内
容
か
ら
､
珍
皇
寺
と
し
て
は
､
鎮
護
国
家
を
祈
念
し
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
理

念
を
前
面
に
押
し
出
す
必
要
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

(
3
)
　
中
ノ
堂
一
信
『
中
世
的
｢
勧
進
｣
の
形
成
過
程
』
(
日
本
史
研
究
会
資
料
研
究
部
会
編

『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
所
収
､
7
九
七
〇
年

(
2
)
　
十
1
世
紀
の
讃
岐
国
量
茶
羅
寺
に
つ
い
て
は
､
国
衛
と
の
関
係
と
い
う
側
面
か
ら
'

寺
院
経
済
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
西
岡
虎
之
助
｢
土
地
荘
園
化
の
過
程
に
お
け
る
国
免

地
の
性
能
｣
　
(
『
荘
園
史
の
研
究
』
下
巻
一
所
収
　
岩
波
書
店
一
九
五
六
年
)
　
に
詳
し
い
｡

(
3
)
　
林
亮
勝
｢
｢
御
通
告
｣
　
の
成
立
に
つ
い
て
｣
『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
一
二
号
　
1
九

八
四
年

(
2
)
　
平
凡
社
歴
史
地
名
大
系
『
京
都
市
の
地
名
』
｢
珍
皇
寺
｣
解
説

(
S
)
　
鋳
師
僧
永
源
は
､
嘉
保
三
年
(
一
〇
九
六
)
　
肥
前
国
で
勧
進
憎
安
増
に
同
行
し
っ
つ

写
経
活
動
を
行
い
'
経
常
を
作
成
し
た
(
平
安
遺
文
金
石
文
編
1
五
1
)
o
彼
は
永
久
四

年
(
〓
　
1
六
)
京
都
で
法
華
経
経
筒
鋳
造
に
結
縁
し
て
お
-
(
平
安
遺
文
金
石
文
編

丁
八
六
)
　
そ
の
諸
国
遍
歴
が
知
ら
れ
る
｡
頼
源
に
つ
い
て
は
､
平
安
遺
文
金
石
文
編
T

四
三
に
よ
る
｡
　
　
中
ノ
堂
論
文
参
照
｡

(
S
)
　
｢
真
継
文
書
に
み
え
る
平
安
末
-
南
北
朝
期
の
文
書
に
つ
い
て
｣
　
(
『
名
古
屋
大
学
文

学
部
研
究
論
集
L
V
I
』
　
)
九
七
二
年
三
月
)
｢
真
継
文
書
に
み
え
る
室
町
期
の
文
書
に

つ
い
て
｣
　
(
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
L
I
X
』
一
九
七
三
年
三
月
)
　
五
十
川
伸

夫
｢
丹
南
の
鋳
物
師
｣
　
(
『
中
世
の
風
景
を
読
む
』
第
五
巻
　
新
人
物
往
来
社
一
九
九

五
年
所
収
)

(
5
)
　
鐘
盗
人
と
鋳
物
師
の
関
連
は
､
二
〇
〇
五
年
六
月
四
日
今
昔
の
会
例
会
に
て
口
頭
発

表
の
祈
'
小
峯
和
明
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
｡

(
2
)
　
坪
井
良
平
『
日
本
の
究
鐘
』
　
(
角
川
書
店
一
九
七
〇
年
)

鐘
の
用
途
に
つ
い
て
坪
井
氏
は
､
本
来
は
寺
院
の
号
令
と
衆
生
済
度
の
為
の
も
の
で

あ
-
､
次
第
に
本
来
の
目
的
か
ら
離
れ
て
時
刻
を
知
ら
せ
る
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る

と
説
明
す
る
｡

『
万
葉
集
』
巻
第
四
相
聞
の
笠
日
女
｢
み
な
ひ
と
を
　
ね
よ
と
の
か
ね
は
　
う
つ
な
れ

四
一



ど
　
き
み
を
し
お
も
へ
ば
　
い
ね
か
て
ぬ
か
も
｣
(
6
1
0
)
や
､
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
作

者
不
明
｢
よ
ひ
の
か
ね
　
つ
か
ざ
る
さ
き
に
ゆ
あ
み
よ
と
　
い
ひ
て
し
も
の
を
　
み
み

つ
ま
な
-
に
｣
(
1
4
3
8
)
な
ど
は
'
な
か
で
も
時
刻
報
知
の
鐘
の
役
割
を
反
映
し
た
和
歌

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
2
)
　
平
山
清
次
｢
日
本
に
あ
ら
は
れ
た
る
時
刻
法
｣
『
天
文
月
報
』
L
O
　
^
J
　
｡
橋
本
万

乎
『
日
本
の
時
刻
制
度
』
一
九
六
六
年
塙
書
房
｡
斎
藤
国
治
『
日
本
･
中
国
･
朝
鮮
･

古
代
の
時
刻
制
度
　
-
　
古
天
文
学
に
よ
る
検
証
～
』
一
九
九
七
年
雄
山
閣
出
版
｡
厚

谷
和
雄
｢
暦
と
時
刻
｣
井
上
勲
編
『
日
本
史
の
環
境
』
　
二
〇
〇
四
年
吉
川
弘
文
鶴

(
.
C
M
,
)
　
中
国
に
お
い
て
は
古
-
漏
刻
や
日
時
計
な
ど
と
の
他
に
'
香
某
あ
る
い
は
煙
某
な
ど

と
呼
ば
れ
る
香
時
計
が
使
用
さ
れ
て
い
た
o
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
､
も
っ
ぱ
ら
香
時

計
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
'
中
世
寺
院
で
も
香
時
計
が
使
わ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
｡

(
2
)
厚
谷
は
'
『
栄
花
物
語
』
巻
十
八
｢
た
ま
の
う
て
な
｣
に
法
成
寺
阿
弥
陀
堂
の

｢
母
屋
の
中
の
柱
の
も
と
に
､
時
知
る
具
ど
も
置
か
せ
給
へ
-
｣
と
あ
る
の
も
'
香
時
計

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
｡
(
十
二
辰
)
は
｢
子
･
丑
･
寅
･
卯
･
辰
･
巳
･
午
･

未
･
申
･
酉
･
成
･
亥
｣
　
で
､
そ
れ
ぞ
れ
に
｢
夜
半
･
鶏
鳴
･
平
旦
･
日
出
･
食
時
･

馬
中
･
日
中
･
目
映
･
輔
時
･
目
人
･
黄
昏
･
人
定
｣
が
相
当
す
る
O
　
こ
の
う
ち
ゴ

チ
ッ
ク
体
で
表
記
し
た
も
の
が
　
(
六
時
)
　
｢
中
夜
･
後
夜
･
農
朝
･
日
中
･
日
没
･
初

夜
｣
　
に
相
当
す
る
｡

(
p
S
)
　
木
崎
愛
書
『
大
日
本
金
石
史
』
第
1
1
1
巻
(
歴
史
図
書
社
一
九
七
二
年
復
刻
)
　
坪
井

良
平
『
日
本
古
鐘
銘
集
成
』
　
(
角
川
書
店
　
1
九
七
二
年
)
参
照
O
他
に
､
笹
本
正
治

『
中
世
の
音
･
近
世
の
音
』
(
名
著
出
版
一
九
九
〇
年
)
｡
笹
本
氏
は
｢
鐘
が
あ
の
世
･

異
界
･
他
界
か
ら
こ
の
世
に
出
現
し
た
､
も
し
-
は
鐘
は
こ
の
世
と
あ
の
世
と
の
二
つ

の
世
界
を
繋
ぐ
能
力
を
持
つ
特
別
な
器
具
｣
　
で
あ
る
と
し
た
上
で
､
鋳
物
師
も
ま
た
普

通
の
人
と
異
な
る
能
力
を
持
つ
者
と
理
解
す
る
｡
中
世
の
鋳
物
師
由
来
書
な
ど
と
も
関

わ
ら
せ
な
が
ら
､
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
｡


